
避難所関係担当者全国説明会

　７月25日からの豪雨災害での速やかな段ボール
ベッドの展開について

令和６年11月７日

　山形県戸沢村危機管理室　畠山 伸晃



はじめに
山形県　戸沢村の概要

　昭和30年４月１日 古口村設置

　　(戸沢村、古口村、角川村合併)

　昭和30年５月１日 名称変更











過去の災害

約百年前の災害記録より



過去の災害（豪雨による水害）

記録にある災害発生年（約百年前からの災害）
　大正15年８月　昭和５年７月

　　昭和12年７月　昭和19年７月

　　　昭和30年６月　31年８月　32年７月　33年７月

　　　　　44年８月　46年７月　47年７月　49年８月
昭和19年７月19日～22日

　最上川氾濫　古口

　「最上川工事史　古口　既往最高水位8.95m」観測史上　二位

旧古口村役場

陸羽西線



昭和44年８月８日

　最上川氾濫　古口　水位8.57m　観測史上　三位

旧　国道

陸羽西線　古口駅

家畜　牛

小型トラック



平成30年８月５日

　豪雨　内水氾濫　蔵岡　※古口　水位8.53m

　　　観測史上　四位　床上浸水９戸　床下浸水75戸

平成30年８月31日　床上浸水２戸　床下浸水20戸

近年の災害（平成30年８月豪雨による２度の水害）

排水ポンプ車による排水



近年までの対策（古口地区）

平成５年　古口特殊堤

特殊堤　+　緑化ブロック

昭和44年　古口特殊堤

資料　国土交通省　新庄河川事務所より



平成15年　古口排水機場

昭和46年3月　古口排水機場



近年までの対策（蔵岡地区）

資料　国土交通省　新庄河川事務所より

国土交通省　新庄河川事務所　排水ポンプ車　平成13年３月

国土交通省　新庄河川事務所　角間沢排水機場　平成29年11月



山形県　輪中堤　令和４年６月完成



令和６年７月25日からの豪雨災害

災害発生の要因

最上川　古口観測所　水位　10.57m

観測史上　最高水位



令和６年７月25日からの気象状況（大雨特別警報）

資料　国土交通省　新庄河川事務所より



豪雨による雨量と水位（国土交通省　最上川　古口観測所）

資料　国土交通省　新庄河川事務所より

令和６年７月25日～
　最上川　古口観測所　雨量

資料　山形県河川・砂防情報システムＨＰより

※　欠測　時間雨量約100ｍｍ



最上川

鮭川

令和６年７月26日　蔵岡地区
国道47号線

排水機場

輪中堤

　古口　水位

10.57m

観測史上　最高水位



蔵岡地区　浸水深　床上1.82ｍ　大規模半壊

令和６年８月６日　蔵岡地区



蔵岡地区　浸水深　床上3.30ｍ　大規模半壊

令和６年８月６日　蔵岡地区



令和６年７月26日　古口地区

戸沢村役場
ＪＲ陸羽西線

古口駅最上川

国道47号線

　古口　水位

10.57m

観測史上　最高水位



災害経過　７月25日（木）発災日



災害経過　７月26日（金）発災２日目



住家建物に関する被害



農林業及び公共土木施設に関する被害



人的被害

　死者　行方不明者　なし

人的被害等



・７月25日から一次避難所を開設（村内３箇所）

・戸沢村立戸沢学園には最大100名を超える住民が避難した

・長期避難が予測されたため、避難者のプライベートスペー
スの確保、感染症対策として段ボールベッド、段ボールパー
テーションを必要数確保すべく、災害協定に基づき段ボール
業者に配送手配。発災より５日目には避難所に設置

避難所開設について

















・二次避難所への避難誘導、仮設住宅（２８戸）の建設が進
み、戸沢村立戸沢学園の避難所は、１０月２０日に閉所した。

・戸沢学園の避難者には、学校給食を食事提供

・段ボールパーテーションは配備したが、ほとんど活用され
なかった。地域柄、普段から近しい距離間の住民が避難した
こともあり、パーテーションを展開せず、被災にもめげず、
和気あいあいと生活したことが要因

避難所開設について（課題など）



・夏場の被災だったため、換気や暑熱対策に重点を置いた避
難所備品の配備だった。冬場の時期に被災することも想定し
た準備が不足している

避難所開設について（課題など）



これからの村の防災について



防災・減災

各地区自主防災組織による活動　「周知・意識向上」

防災計画とＤＸの取り組み　「いつ、どこで、誰もが情報を」

流域治水の考え方　「上流から下流までの取り組み」

ひとりひとりの避難行動　「要支援者を間接的に支援」



防災集団移転促進事業（案）

蔵岡地区

　対象戸数　69戸

事業主体

戸沢村

計画策定に向け、

地区と意見交換を行い

準備調整中

河川のない地区を候補
地に、安心して暮らせ
る新たな地域づくり

人口流出の歯止め

早期の着工と完了



ご清聴いただき、ありがとうございました


